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問題 1. 以下の微分方程式について，一般解を求めよ。導出過程を必ず示すこと。 

(A) x dy
dx
+ y = x2    x ≠ 0( )

  
 

(B) dy
dx

=
x2 + 2xy
y2 − x2

 

(C) dy
dx
+ y = exp −x( )  

 

 

問題 2.	次の空欄ア〜キを埋めるのに，最も適切な言葉あるいは式を，それぞれに設

けた選択肢の中から選べ。なお、問題 2 は、導出過程の記述を不要とする。 

 

「抵抗 R，誘導 L，容量 C，電源，スイッチを用いた回路の過渡解析を考える。スイ

ッチの ON，OFFを行っても，誘導 Lの(	 ア	 )と、容量 Cの(	 イ	 )は連続である。

電流を Iと書くものとすると、誘導 Lでの電位降下は(	 ウ	 ), 容量 Cでの電位降下

は(	 エ	 )と書ける。線形非斉次方程式の一般解と回路の過渡解析(定常解，過渡解)

の関係は，一般解の部分が(	 オ	 )に相当し，特殊解は(	 カ	 )に相当する。なお，

接続された交流電源の周波数によらず回路定数(R，L，C)とその配線で決まるのは，

(	 オ	 )と(	 カ	 )のうち(	 キ	 )の方の時間変化である。(ここでは初期条件は議論

しない)」 

ア．	 A. 電圧	 	 	 B. 電流	 	 	 C. 一般解	 	 D. 特殊解 

イ．	 A. 電流	 	 	 B. 電荷	 	 	 C. 一般解	 	 D. 特殊解 

ウ．	 A. LI   B. L dI
dt

  C. L I dt∫  

エ．	 A. 1
C
I  	  B. 1

C
dI
dt

  C. 1
C

I dt∫  

オ．	 A. 定常解	 	 B. 過渡解 

カ．	 A. 定常解	 	 B. 過渡解 

キ．	 A. 定常解	 	 B. 過渡解 


